
淀川水系流域委員会 

第 30 回委員会(H16.6.22)

資料５  
５ダムの調査・検討に係わる委員会の体制案 

 

１．体制 

  ①ダムについて検討するＷＧ（メンバー20 名程度）をつくる。 

  ②個別のダムの検討にあたってＷＧメンバーによりサブＷＧをつくる。 

 

２．検討手順 

①ＷＧおよびサブＷＧによる検討を先行させる。 

②上記検討を、地域部会および地域部会の部内検討会に報告し議論を行う。 

③地域部会での検討に基づき、委員会での議論を行う。 

  ⑥ＷＧ、部内検討会、部会等の運営方法、開催スケジュールや詳細な検討方法・内容

等については、運営会議により随時調整を図る。 

 

３．体制整備時期 

  ７月上旬には、検討が可能な体制を構築する。 

 

４．ＷＧメンバー選定の手順 

  ①委員から希望を募る（６月 30 日締切）。 

  ②委員の希望を受け、７月２日開催予定の運営会議でメンバーを確定する。 

  ③確定結果については、希望をあげた委員に対して速やかに通知する。 
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